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〈
問
題
の
所
在
〉

・
ひ
と
つ
の
出
会
い

 
 
今
年
の
春
、
祖
母
の
入
院
を
き
っ
か
け
に
、
医
療
機
関
の
中
で
の
老
人
の

存
在
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 
 
特
に
、
見
学
に
訪
れ
た
老
人
保
健
施
設
に
て
、
き
び
き
び
と
働
か
れ
る
職

員
と
近
代
的
設
備
の
中
に
あ
っ
て
、
無
表
情
、
無
感
動
に
見
え
る
、
入
所
老

人
た
ち
の
様
子
が
非
常
に
気
に
な
っ
た
。

 
 
陽
あ
た
り
の
よ
い
デ
イ
ル
ー
ム
に
車
椅
子
で
集
合
し
た
老
人
達
が
、
部
屋

 
の
中
央
に
、
で
ん
と
据
え
付
け
ら
れ
た
大
型
テ
レ
ビ
を
囲
ん
で
、
長
い
時
間

 
ぼ
ん
や
り
と
、
笑
う
で
も
な
く
、
隣
り
と
語
る
で
も
な
く
、
た
だ
、
そ
こ
に

居
る
。
自
室
に
居
る
時
は
、
大
半
、
ベ
ッ
ド
の
上
で
、
「
ご
は
ん
で
す
よ
」
「
お

や
つ
で
す
」
「
お
し
っ
こ
は
大
丈
夫
で
す
か
」
と
い
っ
た
、
外
側
か
ら
の
指

示
を
待
っ
て
い
る
。
彼
ら
が
、
こ
う
し
た
、
一
・
方
的
な
刺
激
や
、
外
部
か
ら

 
の
指
示
と
は
別
な
と
こ
ろ
で
、
自
分
本
来
の
時
間
を
と
り
戻
す
こ
と
が
で
き

た
ら
、
少
し
ず
つ
、
表
情
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
。

 
 
こ
の
よ
う
な
思
い
で
見
学
を
重
ね
た
施
設
で
あ
る
が
、
月
に
一
度
行
な
わ

れ
る
“
お
楽
し
み
会
”
の
中
で
、
大
型
紙
芝
居
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
老
人
た

ち
の
表
情
に
、
一
つ
の
手
が
か
り
を
見
い
出
し
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
こ
の

後
、
紙
芝
居
と
絵
本
の
性
質
の
違
い
、
効
果
の
違
い
等
を
検
討
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
第
一
段
階
と
し
て
、
、
“
も
の
が
た
り

の
時
間
”
が
老
人
達
か
ら
引
き
出
し
て
い
く
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
仮
説
の
も
と
に
、
絵
本
を
用
い
た
読
書
療
法
を
、
・
こ
の
老
人
保
健
施
設

で
行
な
う
こ
と
に
し
た
。

 
尚
、
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
調
査
に
協
力
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
っ
た
老
人
保
健
施
設
が
、
国
内
で
は
か
な
り
高
水
準
の
設
備
を
有

し
、
一
日
に
一
回
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
立
案
で
行
な
わ
れ
る
、
ゲ
ー
ム
や
歌

な
ど
の
リ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
、
そ
の
他
、
入
浴
、
散
髪
、
美
容
食
の
サ
ー

ビ
ス
を
見
て
も
、
外
部
環
境
と
し
て
の
ケ
ア
は
、
か
な
り
充
実
し
て
い
る
と

判
断
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
そ
れ
で
も
な
お
か
つ
、
老
人
た
ち

ひ
と
り
ひ
と
り
の
喜
び
や
生
き
が
い
を
み
つ
け
出
し
て
支
え
る
、
心
理
ケ
ア

の
必
要
性
が
大
き
い
、
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し
た
い
と
思
う
。

・
読
書
療
法
の
概
要
と
こ
れ
ま
で
の
経
過

 
筆
者
は
、
一
九
八
三
年
～
八
四
年
に
か
け
て
、
東
京
都
内
の
大
学
病
院
、

小
児
病
棟
で
、
小
児
看
護
の
問
題
に
と
り
組
ん
だ
。
そ
の
際
、
入
院
中
の
子
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ど
も
の
心
理
的
ケ
ァ
の
一
つ
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
絵
本
を
読
み

あ
う
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
内
側
に
あ
る
問
題
を
ひ
き
出
し
、
新
た
に
問

題
解
決
の
糸
口
を
み
い
だ
そ
う
と
す
る
”
読
書
療
法
”
（
σ
一
σ
ぎ
曄
Φ
轟
冨
）

の
可
能
性
を
考
え
て
き
た
。

 
入
院
児
に
、
週
二
回
、
一
回
二
冊
ず
つ
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
読
み
き
か

せ
を
実
施
し
、
子
ど
も
の
変
化
を
み
て
い
っ
た
結
果
、
子
ど
も
た
ち
は
、
回

を
重
ね
、
た
く
さ
ん
の
絵
本
と
出
会
う
う
ち
に
次
の
よ
う
な
三
つ
の
プ
ロ
セ

ス
を
経
て
、
心
理
的
緊
張
を
緩
和
し
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

a
．
情
動
解
発
…
対
象
者
の
内
面
に
う
っ
曝
し
て
い
る
欲
求
不
満
や
心
理
的

 
 
葛
藤
を
、
作
品
内
の
人
物
の
思
考
・
感
情
・
行
動
等
に
対
す
る
感
想
と

 
 
し
て
表
出
。
こ
れ
に
よ
り
、
衝
動
的
情
緒
や
消
極
的
感
情
を
発
散
さ
せ

 
 
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
。

b
．
同
一
視
…
対
象
者
の
過
去
の
詰
問
関
係
の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
感
情
を

 
 
作
品
内
の
人
物
に
投
影
す
る
“
感
情
転
移
”
を
経
て
、
新
た
な
両
親
像

 
 
や
自
我
像
を
理
想
像
と
し
て
摂
取
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
。

c
．
創
造
的
洞
察
…
表
面
的
な
知
的
認
識
か
ら
情
動
解
発
を
と
も
な
っ
た
感

 
 
情
的
洞
察
を
経
て
、
人
格
変
化
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
。

 
ま
た
、
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
ビ
デ
オ
に
収

録
し
，
毎
回
母
親
に
観
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
口
答
で
の
経
過
報
告
の
み
の

母
親
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
、
あ
る
程
度
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
が
、
母
親
に
も
み

ら
れ
た
。

 
さ
ら
に
、
小
児
病
棟
か
ら
場
面
を
一
般
家
庭
に
移
し
、
親
と
子
が
、
絵
本

を
読
み
あ
う
中
で
、
日
常
ほ
と
ん
ど
無
意
識
に
つ
く
り
出
し
て
い
る
”
家
庭

と
し
て
”
あ
る
い
は
”
親
子
と
し
て
”
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
気
づ
か
れ
、

変
化
し
て
い
く
か
を
、
事
例
に
そ
っ
て
探
っ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
読
み
き

か
せ
を
続
け
る
う
ち
に
、
親
が
〈
親
〉
と
し
て
の
役
割
を
脱
ぎ
、
一
人
の
〈
わ

た
し
〉
と
し
て
作
品
の
中
に
ゆ
っ
た
り
と
心
を
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
時
、
新
し
い
展
開
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
方
、
子

ど
も
は
自
ら
の
傍
ら
に
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
一
つ
の
作
品
を
愛
し
、
変
わ

ろ
う
と
す
る
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て
親
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た

時
、
自
身
も
変
わ
る
き
っ
か
け
を
つ
か
ん
だ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

・
子
ど
も
か
ら
老
人
へ
（
絵
本
の
可
能
性
を
考
え
る
）

 
こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
と
絵
本
、
或
い
は
、
絵
本
を
介
し
た
親
と
子
の
関
係

と
そ
の
変
化
の
過
程
を
み
て
き
た
が
、
今
回
は
、
老
人
と
絵
本
の
中
の
も
の

が
た
り
が
、
ど
の
よ
う
に
出
会
い
、
か
ら
み
あ
う
か
、
と
い
う
，
．
」
と
と
、
老

人
の
傍
ら
で
絵
本
を
読
む
私
自
身
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
か
、
と
い

う
視
点
か
ら
、
従
来
の
読
書
療
法
の
適
用
可
能
性
を
考
え
直
し
て
み
た
い
。

 
尚
、
こ
の
後
、
個
人
を
ひ
と
く
く
り
に
す
る
”
老
人
”
と
い
う
こ
と
ば
の

用
い
方
に
、
で
き
る
だ
け
慎
重
で
あ
り
た
い
と
思
う
。

〈
調
査
の
概
要
〉

・
調
査
施
設

・
調
査
期
間

老
人
保
健
施
設
J
園

（一

繼
緕
l
年
開
園
、
入
所
者
数
七
〇
人
、

 
ベ
ッ
ド
七
八
○
床
、

 
作
業
療
法
三
二
名
、

 
介
護
君
権
〇
名
、

 
看
護
婦
八
名
）

一
九
九
五
年
七
月
～
八
月
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（
七
月
は
観
察
期
間
。
八
月
は
、
黒
雲
～
三
回
の
ペ
ー
ス
で
、

一
人
ず
つ
、
ベ
ヅ
ド
サ
イ
ド
で
の
読
み
き
か
せ
。
計
十
回
施

行
。
調
査
終
了
後
も
、
読
み
き
か
せ
の
関
係
は
、
継
続
。
）

．
・
調
査
対
象
者
 
以
下
四
名
（
J
園
入
所
者
）
＋
一
名
（
自
宅
介
護
者
）
計
五
名

 
a
．
Y
・
M
（
♀
）
 
M
3
1
・
1
1
・
！
3
生
 
九
十
六
才
（
一
九
九
五
・
九
・
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
現
在
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
高
血
圧
、
白
内
障
、
骨
粗
壁
症

 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
七
年
一
月
二
十
日
入
所

 
 
（
入
所
時
の
記
録
か
ら
）
．

 
 
 
性
格
は
穏
や
か
。
趣
味
は
謡
曲

 
 
 
ほ
と
ん
ど
家
の
中
で
過
ご
す

 
 
 
入
所
理
由
は
、
介
護
者
が
病
弱
な
た
め

 
 
 
入
浴
・
着
脱
・
歩
行
、
い
ず
れ
も
半
介
助

 
 
 
排
泄
自
力
（
パ
ッ
ト
使
用
）

 
 
（
調
査
開
始
時
の
所
見
）

 
 
 
こ
の
と
こ
ろ
体
力
の
衰
弱
著
し
く
、
一
日
の
大
半
を
ベ
ッ
ド
で
う
つ
ら

 
 
 
う
つ
ら
と
過
ご
す
。
こ
と
ば
は
理
解
で
き
る
が
、
や
や
気
力
に
欠
け
る
。

 
 
 
時
々
排
泄
ミ
ス
が
あ
り
、
本
人
も
気
に
さ
れ
て
い
る
様
子

 
 
 
倦
怠
感
の
訴
え
あ
り

b
．
K
・
T
（
♀
）
 
M
3
4
・
9
・
1
7
生
 
九
十
三
才

 
 
 
 
 
 
 
 
右
大
腿
骨
頚
部
外
側
骨
折
術
後

 
 
 
 
 
 
 
 
難
聴

 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
六
年
十
一
月
四
日
入
所

読
書
療
法
の
可
能
性
 
-
老
人
保
健
施
設
で
の
試
み
か
ら
一

 
（
入
所
時
の
記
録
か
ら
）

 
 
性
格
は
、
頑
固
、
我
儘
（
家
族
よ
り
聴
収
）

 
 
趣
味
は
庭
・
畑
の
土
い
じ
り

 
 
入
浴
・
着
脱
・
歩
行
は
い
ず
れ
も
半
介
助

 
 
睡
眠
不
振
あ
り
・
運
動
障
害
左
半
身
あ
り

 
 
入
所
時
ま
で
、
特
浴
以
外
入
浴
な
し
。
入
所
後
一
般
浴
軽
介
助
に
て
入

 
 
浴
可
能
と
な
る

 
 
入
所
理
由
は
、
家
族
の
負
担
が
大
き
い
た
め
と
、
本
人
の
自
立
目
的
の

 
 
た
め
 
 
、

 
（
調
査
開
始
時
の
所
見
）

 
 
自
己
の
健
康
管
理
に
軌
州
心
。
大
き
な
声
で
話
せ
ば
意
思
の
疎
通
は
比
較

 
 
的
楽
。
警
戒
心
や
や
強
く
、
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
難
し

 
 
い
。

c
．
K
・
K
（
♂
）
 
T
1
2
・
7
・
3
生
 
七
十
二
才

 
 
 
 
 
 
 
脳
梗
塞
後
、
軽
度
痴
呆
沖
上
マ
ヒ

 
 
 
 
 
 
 
平
成
六
年
八
月
三
十
日
入
所

 
（
入
所
時
の
記
録
か
ら
）

 
 
性
格
は
、
神
経
質
で
、
他
患
者
と
の
交
わ
り
少
な
い

 
 
趣
味
は
盆
栽
、
魚
つ
り
、
入
所
前
ま
で
入
院
生
活
四
ヶ
月
間

 
 
入
浴
・
着
脱
・
歩
行
い
ず
れ
も
全
介
助

 
左
半
身
麻
痺
あ
り
、
弱
視
、
軽
度
痴
呆

 
 
排
泄
介
助
要
、
左
半
盲
と
共
同
巡
視
の
た
め
、
右
手
前
に
あ
る
も
の
し

 
 
か
見
え
な
い

 
意
欲
低
下
あ
り
、
簡
単
な
会
話
の
み
可
能
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入
所
理
由
は
、
機
能
維
持
と
リ
ハ
ビ
リ
の
為

 
（
調
査
開
始
時
の
所
見
）

 
 
意
欲
低
下
が
進
ん
で
い
る
様
子
。
意
志
の
疎
通
は
か
な
り
困
難
。
介
助

 
 
者
な
し
で
は
座
位
起
き
あ
が
り
困
難
な
た
め
、
［
口
中
大
半
の
時
間
を

 
 
ベ
ッ
ド
の
上
で
過
ご
さ
れ
る
。
或
い
は
車
椅
子
に
て
、
デ
イ
ル
ー
ム
の

 
 
大
型
テ
レ
ビ
の
前
で
、
じ
っ
と
し
て
お
ら
れ
る
。

d
．
F
・
Y
（
♀
）
T
2
・
5
・
1
生
八
十
一
才

 
 
 
 
 
 
 
 
脳
出
血
、
右
半
身
麻
痺
、
失
語
症

 
 
 
 
 
 
 
 
高
血
圧
、
放
射
線
照
射
代
皮
フ
潰
瘍

 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
七
年
一
月
二
十
日
入
所

 
（
入
所
時
の
記
録
か
ら
）

 
 
性
格
は
、
温
厚
、
短
気
、
依
頼
心
が
強
い
（
家
族
よ
り
聴
収
）

 
 
趣
味
は
手
芸

 
 
入
浴
、
着
脱
、
歩
行
、
い
ず
れ
も
全
介
助
（
入
浴
は
、
車
椅
子
に
て
特

 
 
浴
）

 
 
排
泄
要
介
助

 
 
言
語
障
害
、
運
動
障
害
あ
り

 
 
入
所
理
由
は
、
家
庭
の
都
合
で
充
分
な
介
護
が
で
き
な
い
こ
と
と
、
リ

 
 
ハ
ビ
リ
の
為

 
（
調
査
開
始
時
の
所
見
）

 
 
内
向
的
で
、
ほ
と
ん
ど
、
他
者
と
の
接
触
な
し
。

 
 
言
語
障
害
の
た
め
か
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難

 
 
な
様
子
。
表
情
が
う
つ
ろ
で
あ
る

e
．
F
・
T
（
♀
）
 
T
1
4
・
5
・
4
生
 
七
十
才

 
 
 
 
 
 
腎
不
全
、
人
工
透
析
治
療

 
 
 
 
 
 
平
成
七
年
八
月
退
院
、
自
宅
療
養
と
通
院

（
こ
れ
ま
で
の
経
過
）

夫
と
死
別
後
、
ひ
と
り
暮
ら
し
を
続
け
る
。

二
度
の
入
退
院
の
後
、
平
成
七
年
七
月
よ
り
人
工
透
析
を
開
始
。
経
過

は
良
好
で
、
八
月
末
退
院
と
な
り
、
そ
の
後
は
週
三
回
、
通
院
に
よ
る

透
析
治
療
に
切
り
替
わ
る
。

趣
味
は
、
書
道
、
裁
縫
、
料
理
、
畑
仕
事

性
格
は
穏
や
か
で
、
沈
着
冷
静
。
し
か
し
、
透
析
治
療
の
開
始
で
、
生

活
様
式
が
大
き
く
変
わ
り
、
と
ま
ど
い
と
不
安
あ
り
。

（
調
査
開
始
時
の
所
見
）

全
体
に
治
療
の
疲
れ
か
、
倦
怠
感
あ
り
。
意
思
力
で
、
ひ
と
り
ず
ま
い

の
不
安
と
病
気
に
対
す
る
不
安
を
、
何
と
か
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
る
。

・
・
調
査
方
法

 
読
み
き
か
せ
実
施
前
に
、
各
自
の
生
き
が
い
尺
度
（
P
G
C
モ
ラ
ー
ル
ス

 
ケ
ー
ル
）
評
点
を
確
認
し
た
。
F
・
T
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
調
査
開
始
時

 
に
実
施
し
た
が
、
他
旧
名
の
、
J
園
入
所
者
に
つ
い
て
は
、
事
前
の
デ
ー

 
タ
ー
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
確
認
し
た
。

※
生
き
が
い
尺
度
…
ホ
ー
ム
入
所
老
入
の
生
き
が
い
に
つ
い
て
調
べ
る
た
め

 
に
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
、
二
十
二
項
目
の
質
問
文
。
こ
れ
に
よ
っ
て

 
得
ら
れ
た
モ
ラ
ー
ル
得
点
が
高
い
ほ
ど
、
そ
の
老
人
は
生
活
に
意
欲
的
で

 
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。
ホ
ー
ム
及
び
老
人
福
祉
セ
ン
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タ
ー
利
用
老
人
の
平
均
得
点
は
、
日
本
で
は
お
よ
そ
1
4
点
前
後
と
さ
れ
て

い
る
。

今
回
の
調
査
対
象
者
の
モ
ラ
ー
ル
得
点
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

Y
・
M
…
1
5
／
2
2
、
K
・
T
…
！
5
／
2
2
、
K
・
K
…
9
／
2
2
、
F
・
Y
…

検
査
不
能
、
F
・
T
…
8
／
2
2

 
さ
て
、
従
来
、
筆
者
が
行
な
っ
て
き
た
読
書
療
法
の
調
査
で
は
、
そ
の

効
果
を
確
か
め
る
た
め
に
、
調
査
開
始
前
と
調
査
終
了
時
に
、
P
F
ス
タ

デ
ィ
及
び
診
断
的
親
子
関
係
検
査
と
い
う
二
種
の
心
理
テ
ス
ト
を
実
施

し
、
そ
の
変
化
に
注
目
し
た
。
ま
た
、
読
み
き
か
せ
中
の
記
録
と
し
て
、

動
作
反
応
、
言
語
反
応
に
分
け
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
・
シ
ー
ト
を
用
い
、

絵
本
一
冊
ご
と
に
場
面
展
開
に
そ
っ
て
、
子
ど
も
及
び
母
親
の
反
応
を
記

録
し
て
い
っ
た
。

 
し
か
し
、
今
回
の
調
査
の
場
合
、
難
聴
や
、
半
身
麻
痺
、
痴
呆
や
言
語

障
害
を
持
っ
た
人
に
、
再
度
に
わ
た
る
（
し
か
も
質
問
文
も
ア
メ
リ
カ
的

で
、
日
本
の
状
況
の
中
で
は
、
問
い
正
す
こ
と
も
答
え
る
こ
と
も
憂
慮
す

べ
き
点
が
多
い
）
テ
ス
ト
は
、
は
ば
か
ら
れ
た
。
ま
た
、
読
み
き
か
せ
中

の
記
録
の
仕
方
も
、
ひ
と
り
ず
つ
の
反
応
が
非
常
に
微
妙
で
、
動
作
反
応
、

言
語
反
応
と
い
う
風
に
明
確
に
分
け
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
困
難
に
思

わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
筆
者
の
主
観
が
混
じ
る
危
険
性
を
覚
悟
の

上
で
あ
え
て
、
一
般
記
述
に
と
ど
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
最
終
的
に
は
、

言
語
反
応
・
動
作
反
応
と
い
っ
た
形
式
的
な
反
応
分
類
を
こ
え
た
、
本
と

読
み
手
の
か
か
わ
り
の
深
さ
を
ま
る
ご
と
捉
え
う
る
よ
う
な
尺
度
を
み
つ

け
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
今
回
は
そ
の
前
段
階
と
す
る
。

読
書
療
法
の
可
能
性

老
人
保
健
施
設
で
の
試
み
か
ら

・
読
み
き
か
せ
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
 
一
ヶ
月
間
に
読
み
き
か
せ
を
行
な
っ
た
絵
本
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
表
1
の

 
と
お
り
。

 
 
ひ
と
り
ず
つ
の
そ
の
日
の
体
調
等
を
、
毎
回
看
護
記
録
等
で
確
認
し
、

 
特
に
体
調
の
優
れ
な
い
日
は
、
面
接
の
み
、
あ
る
い
は
面
接
も
と
り
や
め

 
る
こ
と
に
し
た
。

表
1
読
み
き
か
せ
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム

町

Y
・
M
K
・
T
 
 
、

K
・
K

F
・
Y

F
・
T

1

石
の
し
し
の
も
の
が
た
り
 
チ
ベ
酒
壷

○

○

○

○

○

2

面
接
の
み

 
O
I
 
 
l
 
 
」
 
 
【
 
 
陵
 
 
5
 
 
1
 
 
1
 
 
■
 
O
1
 
 
1
 
1
 
1
 
 
1
 
1
 
 
｝
 
 
「
 
1

3

絵
本
な
し
。
面
接
の
み

面
接
の
み

面
接
の
み

面
接
の
み

面
接
の
み

面
接
の
み

4

外
泊

 
○
■
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1

 
○
堅
 
 
匿
 
 
9
 
 
「
 
 
圏
 
 
l
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
O
I
 
 
I
 
 
I
 
 
I
 
 
I
 
 
一
 
 
「
 
 
1
 
 
」

5

＋
化
さ
き
山

途
中
で
 
中
止

外
泊

○

○

○

6

ね
ず
み
の
す
も
・
り

○

○

○

○

○

7

お
だ
ん
“
」
こ
ろ
こ
ろ

○

○

○

○

○

8
 
こ
ん
こ
ん
さ
ま
に
さ
し
あ
げ
そ
う
ろ
う
一
 
一
「
 
「
 
幽
 
圏
 
1
 
8
1
 
9
 
1
1
 
1
 
1
1
 
1
 
1
 
匹
 
撃
 
1
「
 
暉
 
■
 
一
 
-
 
■
 
1
 
1
 
1
1
 
匹
 
【
「
 
脚
 
-
蓼
 
1
 
ぽ
と
ん
ぼ
と
ん
は
な
ん
の
お
と

 
O
l
 
I
 
 
l
 
l
 
 
I
 
 
-
 
8
 
 
「

9

「
ち
さ
と
じ
い
た
ん

○

○

○

リ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

○

1
0  

月
の
姫
■
 
1
1
 
1
 
1
1
 
1
 
1
1
 
1
 
1
 
一
 
巳
 
脚
9
 
9
 
8
 
1
 
1
 
1
1
 
1
 
1
1
 
1
 
一
 
臨
 
匿
 
匠
‘
 
1
 
1
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
う
さ
ぎ
の
み
み
は
な
ぜ
な
が
い

（161）



〈
結
果
〉

 
・
各
回
ご
と
の
読
み
の
記
録

①
Y
・
M
さ
ん
に
つ
い
て

第
一
コ
口
石
の
質
し
の
も
の
が
た
り
』

 
 
 
看
護
婦
さ
ん
か
ら
絵
本
の
読
み
き
か
せ
の
事
を
事
前
に
き
い
て
お
ら

 
 
れ
、
楽
し
み
に
さ
れ
る
。
九
十
六
才
と
い
う
高
齢
の
せ
い
も
あ
り
、
動
作

 
 
も
息
を
す
る
早
さ
も
、
こ
と
ば
を
受
け
と
め
て
、
自
分
の
こ
と
ば
を
返
す

 
 
速
度
も
、
と
て
も
ゆ
っ
く
り
さ
れ
て
い
る
。
自
然
に
、
私
の
本
を
読
む
速

 
 
度
も
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
に
な
っ
て
い
く
。
母
親
と
弟
が
家
を

 
 
出
て
行
く
シ
ー
ン
か
ら
、
胸
の
波
打
ち
方
と
、
本
を
読
む
声
の
め
り
は
り

 
 
が
う
ま
く
あ
っ
て
く
る
。
か
ら
だ
（
上
半
身
）
で
、
も
の
が
た
り
の
り
ズ

 
 
ム
を
受
け
と
る
よ
う
な
き
き
方
を
さ
れ
た
。
絵
本
を
読
み
終
わ
る
と
、
「
私

 
 
は
歳
を
あ
な
た
よ
り
と
っ
て
い
る
ぶ
ん
だ
け
、
な
に
か
で
き
る
で
し
ょ
う

 
 
か
ね
え
」
と
言
わ
れ
た
。
ご
う
つ
く
ば
り
の
兄
が
、
し
し
に
噛
ま
れ
た
シ
ー

 
 
ン
も
「
お
う
お
う
、
ま
あ
」
と
、
．
お
だ
や
か
に
な
が
め
ら
れ
て
い
た
の
が

 
 
印
象
的
。
因
果
応
報
的
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
解
釈
す
る
の
で
な
く
、
登
場
人

 
 
物
と
、
そ
の
ま
わ
り
の
風
景
を
、
遠
目
に
な
が
め
て
い
る
と
い
う
感
じ
。

第
二
回
忌
 
血
圧
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
面
接
の
み
。
手
が
こ
の
頃
ふ
る
え

 
 
る
、
と
い
う
こ
と
や
、
横
に
な
っ
て
い
る
時
間
が
多
く
な
っ
た
こ
と
を
話

 
 
さ
れ
る
。
「
苦
し
い
」
と
訴
え
ら
れ
る
ゆ

 
第
三
回
 
面
接
の
み

 
 
 
微
熱
も
あ
り
、
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
お
つ
ら
そ
う
な
の
で
、
短
い
声
か
け

 
 
の
み
に
す
る
。

 
 
「
申
し
訳
な
い
」
と
頭
を
下
げ
ら
れ
る
。

 
第
四
回
外
泊

 
 
 
お
盆
と
い
う
こ
と
で
、
・
ご
家
族
の
方
の
お
迎
え
で
自
宅
に
戻
ら
れ
る
。

 
第
五
回
 
な
し

 
 
 
自
宅
か
ら
戻
ら
れ
た
直
後
で
、
数
回
様
子
を
見
に
伺
う
が
、
疲
れ
の
た

 
 
め
か
睡
眠
中
。
面
接
を
断
念

・
第
六
回
 
『
ね
ず
み
の
す
も
う
』

 
 
 
久
し
ぶ
り
に
体
調
が
戻
ら
れ
、
う
れ
し
そ
う
に
絵
本
に
き
き
い
ら
れ
る
。

 
 
読
み
の
途
中
で
何
度
か
手
を
の
ば
さ
れ
、
絵
の
“
や
せ
ね
ず
み
”
を
な
で

 
 
ら
れ
る
。
本
を
閉
じ
る
と
、
も
う
一
度
ご
自
分
が
横
に
な
っ
た
ま
ま
片
手

 
 
で
ペ
ー
ジ
を
め
く
ら
れ
ね
ず
み
を
な
で
ら
れ
る
。
「
お
も
し
ろ
い
話
じ
ゃ
っ

 
 
た
ね
え
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
あ
と
、
「
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
」
と
手

 
 
を
あ
わ
せ
ら
れ
る
。
本
に
き
き
い
っ
て
い
る
時
の
安
ら
い
だ
表
情
と
、
読

 
 
み
終
わ
っ
た
時
の
表
情
が
異
な
る
。
読
み
終
わ
っ
た
時
の
、
ほ
お
っ
と
い

 
 
う
た
め
息
で
、
現
実
世
界
に
ひ
ぎ
戻
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
（
本
は
）

 
 
い
い
で
す
ね
え
」
と
つ
ぶ
や
．
か
れ
る
。

 
第
七
回
 
『
お
だ
ん
ご
こ
ろ
こ
ろ
』

 
 
 
静
か
に
目
を
細
め
て
き
い
て
お
ら
れ
た
。

 
 
と
な
り
の
じ
い
さ
ま
が
、
穴
の
中
に
入
り
こ
ん
で
、
じ
ぞ
う
さ
ま
の
ま
え

 
 
へ
行
っ
た
シ
ー
ソ

ー
「
ほ
っ
、
い
し
の
じ
ぞ
う
さ
ま
が
 
だ
ん
ご
く
い
な
さ
る
は
ず
が
ね
え
。
」

 
 
っ
て
、
ど
う
の
 
と
こ
ろ
を
 
お
く
ち
へ
 
ぬ
り
つ
け
、
 
い
い
 
と
こ

 
 
ろ
は
 
じ
ぶ
ん
で
 
べ
ろ
っ
と
 
た
べ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
と
。
-

 
 
の
と
こ
ろ
を
読
む
と
、
目
を
見
開
い
て
、
息
を
の
み
こ
ま
れ
る
の
が
わ
か
っ

 
 
た
。
続
く
シ
ー
ン
．
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そ
れ
か
ら
と
な
り
の
 
じ
い
さ
ま
は
、
じ
ぞ
う
さ
ま
が
「
じ
じ
い
よ

ひ
ざ
に
 
の
れ
」
と
も
い
わ
れ
な
い
う
ち
に
、
ひ
ざ
か
ら
 
か
た
へ
、
か

た
か
ら
 
あ
た
ま
へ
 
が
し
ゃ
が
し
ゃ
と
 
の
ぼ
っ
た
ん
だ
と
。
一

を
読
む
時
は
、
も
う
、
お
じ
ぞ
う
さ
ま
に
対
し
て
申
し
訳
な
く
て
仕
方
が

な
い
と
い
う
、
哀
し
そ
う
な
表
情
を
さ
れ
、
読
み
手
の
私
自
身
、
胸
が
痛

く
な
る
経
験
を
し
た
。

昔
話
の
典
型
的
な
人
物
造
型
で
あ
る
く
主
人
公
の
人
の
よ
い
爺
対
隣
り
の

意
地
悪
爺
〉
と
い
う
描
写
に
出
会
っ
て
も
、
Y
・
M
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

そ
の
隣
り
の
爺
さ
ん
の
業
を
積
む
行
為
そ
の
も
の
に
哀
し
み
を
抱
く
の
だ

と
い
う
こ
と
を
知
る
。
こ
の
隣
り
の
爺
さ
ん
に
対
し
て
勧
善
懲
悪
的
な
こ

ら
し
め
の
目
を
向
け
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
証
拠
に
、
一
番
最
後

の
場
面
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
急
展
開
し
、

さ
あ
、
お
に
ど
も
に
 
と
つ
つ
か
ま
っ
た
 
じ
い
さ
ま
は
 
ど
う
な
っ
た

も
の
か
ね
え
。
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 
ど
っ
と
ば
ら
い
。
1

を
読
み
あ
げ
る
と
、
不
思
議
そ
う
に
首
を
か
し
げ
て
お
ら
れ
た
。
こ
の
ラ

ス
ト
は
、
単
に
、
読
者
に
物
語
の
行
方
を
預
け
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
、

そ
こ
ま
で
、
物
語
に
耳
を
傾
け
、
つ
い
て
き
た
読
者
が
、
突
然
読
み
の
リ

ズ
ム
を
こ
わ
さ
れ
、
肩
す
か
し
に
あ
っ
た
感
じ
が
あ
る
。
そ
し
て
、
Y
・

M
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
中
で
、
こ
の
物
語
の
ラ
ス
ト
の
折
り
合
い

を
ど
う
つ
け
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
、
途
方
に
く
れ
た
感
じ
が
、
最
後
の

表
情
に
現
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
本
を
読
み
終
わ
っ
た
あ
と
、
表
紙
の
主
人

公
の
お
じ
い
さ
ん
の
顔
を
な
で
な
で
「
え
え
顔
じ
ゃ
ね
え
」
と
つ
ぶ
や
か

れ
る
。
・
「
な
ん
と
な
く
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
似
と
ら
れ
ま
す
ね
え
」
と
い

ヶ
と
、
，
「
ほ
う
で
す
か
ね
え
」
と
ほ
ほ
え
ま
れ
る
。

読
書
療
法
の
可
能
性
 
i
老
人
保
健
施
設
で
の
試
み
か
ら
一

 
第
八
回
'
『
ぽ
と
ん
ぼ
と
ん
は
な
ん
の
お
と
』

 
 
身
体
が
だ
る
い
と
い
う
訴
え
と
微
熱
が
あ
っ
た
が
、
御
本
人
が
希
望
さ
れ

 
 
た
の
で
、
眼
を
閉
じ
て
横
に
な
っ
た
ま
ま
、
き
い
て
も
ら
う
。
私
自
身
ば
、

 
 
い
つ
も
ど
お
り
の
絵
本
を
読
む
か
た
ち
で
、
ペ
ー
ジ
を
拡
げ
て
み
せ
な
が

 
 
ら
、
読
む
。
き
き
手
が
そ
の
絵
を
み
て
い
る
か
み
て
い
な
い
か
に
か
か
わ

 
 
ら
ず
、
絵
と
こ
と
ば
が
か
ら
み
あ
っ
て
ひ
ろ
が
っ
て
い
く
詩
情
豊
か
な
世

 
 
界
に
、
読
み
手
と
し
て
も
、
癒
さ
れ
る
部
分
が
大
き
い
た
め
、
絵
本
を
拡

 
 
げ
て
読
み
つ
づ
け
る
こ
と
に
何
ら
異
和
感
な
し
。
読
み
終
わ
る
と
Y
・
M

 
 
さ
ん
は
、
ご
く
自
然
に
目
を
あ
け
ら
れ
、
「
え
え
話
で
し
た
。
あ
り
が
た

 
 
い
で
す
」
と
い
わ
れ
た
。

 
第
九
回
 
『
ち
さ
と
じ
い
た
ん
』

 
 
詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。
中
で
も
、
ま
ま
ご
と
あ
そ
び
を
題
材
と
し
た
「
こ

 
 
ち
ゅ
う
も
ん
」
が
気
に
入
ら
れ
、

一
つ
ど
ん
は
 
ば
ん
つ
の
の
び
た
こ
む
ひ
も
で
す

 
 
よ
く
か
ん
で
 
た
べ
た
あ
と
に
 
あ
さ
が
お
の
じ
ゅ
一
す
が
 
で
て
き
．
ま

 
 
し
た
一

 
 
の
と
こ
ろ
で
、
「
ホ
ッ
、
ホ
ッ
、
ホ
」
と
笑
い
声
を
あ
げ
る
。
続
く
、
「
つ

 
 
き
よ
」
の
詩
の

一
へ
え
え
 
じ
い
た
ん
の
 
お
か
あ
さ
ん
は
 
お
つ
き
さ
ん
な
の
？

 
 
へ
え
え
 
ち
さ
ち
ゃ
ん
の
 
お
つ
き
さ
ん
は
 
お
か
あ
さ
ん
な
の
？
-

 
 
の
や
り
と
り
に
も
、
「
ま
あ
、
ね
え
、
」
と
目
を
細
め
る
。
「
は
な
つ
み
ご
っ

 
 
こ
」
の
詩
に
「
き
れ
い
な
、
美
し
い
話
で
す
ね
え
」
と
ゆ
っ
く
り
こ
と
ば

 
 
を
出
さ
れ
た
。
し
ば
ら
く
次
の
詩
に
移
ら
ず
、
二
人
で
絵
を
な
が
め
る
。
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第
十
回
 
『
月
の
姫
』

 
 
『
竹
取
物
語
』
を
素
材
と
し
た
も
の
。
十
四
場
面
で
の
盛
り
上
が
り
、

一
「
お
ま
ち
な
さ
い
 
つ
か
い
の
も
の
た
ち

 
 
月
の
衣
を
 
ま
と
え
ば
 
人
の
心
を
 
う
し
な
い
ま
す
。
そ
の
衣
を
き
る

 
 
ま
え
に
 
竹
ど
り
の
 
父
と
 
母
に
 
む
す
め
の
心
で
 
お
わ
か
れ
し
た

 
 
い
の
で
す
。
」
1

 
 
を
、
く
い
い
る
よ
う
に
・
み
つ
め
て
お
ら
れ
、
次
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
私
の

 
 
指
を
も
追
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
実
際
の
次
ペ
ー
ジ
の
展
開

一
月
の
衣
は
 
ひ
る
が
え
り
 
天
空
の
か
な
た
へ
 
き
え
て
ゆ
き
ま
し
た
一

 
 
に
、
と
ま
ど
っ
た
表
情
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
場
面
の
問
に
あ
る
も

 
 
の
を
、
ど
こ
で
読
み
手
が
味
わ
い
内
側
で
あ
た
た
め
ら
れ
る
か
は
、
こ
の

 
 
絵
本
に
関
し
て
い
え
ば
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
つ
か
む
の
が
か
な
り
む
ず

 
 
か
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

 
 
し
か
し
、
そ
の
問
題
点
は
確
か
に
あ
る
と
し
て
も
な
お
、
作
者
が
渾
身
の
r

 
 
力
を
八
年
に
わ
た
っ
て
注
い
だ
と
い
う
こ
の
作
品
の
力
強
さ
と
美
し
さ

 
 
に
、
大
い
に
心
を
動
か
さ
れ
た
ご
様
子
。
私
か
ら
絵
本
を
と
ら
れ
て
、
く

 
 
り
返
し
ペ
ー
ジ
を
め
く
ら
れ
る
。
「
な
つ
か
し
い
で
す
ね
え
」
と
つ
ぶ
や

 
 
か
れ
る
。

 
十
回
を
顧
り
み
て

 
 
十
回
全
て
絵
本
を
読
む
こ
と
が
、
体
調
も
悪
く
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
非

 
 
常
に
品
品
よ
い
時
間
を
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
、
読
み
き
か
せ
中
の

 
 
静
か
な
呼
吸
の
中
で
感
じ
ら
れ
た
。
呼
吸
を
さ
れ
る
時
の
、
ふ
う
一
つ
、

 
 
と
い
う
、
．
大
き
な
息
づ
か
い
が
、
絵
本
を
読
ん
で
い
る
あ
い
だ
は
、
確
か

 
 
に
静
か
に
な
ら
れ
る
。
読
み
終
わ
っ
て
も
し
ば
ら
く
余
韻
を
楽
し
ん
で
お

ら
れ
た
。

②
K
・
T
さ
ん
に
つ
い
て

第
一
回
・
『
石
の
し
し
の
も
の
が
た
り
』

 
最
初
、
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
う
と
、
そ
の
絵
本
を
買
わ
な
く
て
は
い
け
な

 
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
お
ら
れ
た
が
、
事
情
を
説
明
す
る
と
、
安

 
心
さ
れ
る
。
読
み
始
め
る
と
、
「
こ
れ
は
こ
ど
も
の
本
か
な
？
大
人
の
本

 
か
な
？
」
と
、
く
り
返
し
き
か
れ
る
。
第
六
場
面
で
、
弟
が
石
の
し
し
の

 
前
で
お
祈
り
を
す
る
の
を
み
て
、
「
は
は
あ
、
こ
れ
は
、
仏
教
の
は
な
し
じ
ゃ

 
な
」
と
、
う
な
ず
か
れ
る
。
十
三
場
面
で
、
兄
が
、
石
の
し
し
の
口
に
手

 
を
は
さ
ま
れ
、
何
日
も
そ
の
場
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
様
子
を
み
て
、
「
わ

 
た
し
も
こ
ん
人
も
、
カ
ゴ
の
鳥
じ
ゃ
あ
ね
え
」
と
、
ひ
と
り
ご
と
を
い
わ

 
．
れ
る
。

 
絵
本
終
了
後
、
彼
女
が
信
仰
し
て
い
る
浄
土
真
宗
の
は
な
し
で
盛
り
あ
が

 
る
。
四
国
の
生
ま
れ
で
、
信
心
深
い
家
に
育
っ
た
こ
と
を
話
さ
れ
る
。
耳

 
が
遠
い
の
で
、
耳
元
で
、
大
き
な
声
で
ゆ
っ
く
り
と
会
話
を
交
わ
す
。

第
二
回
 
『
か
に
む
か
し
』

 
今
回
も
、
最
初
は
「
わ
し
は
耳
が
遠
い
か
ら
お
役
に
立
て
ん
じ
ゃ
ろ
う
」

 
と
申
さ
れ
て
い
だ
が
読
み
始
め
る
と
、
ま
ず
、
柿
の
芽
が
の
び
る
と
こ
ろ

 
で
、
「
は
あ
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
目
が
輝
き
、
さ
る
が
登
場
す
る
と
「
お
う
、

 
そ
う
じ
ゃ
っ
た
、
そ
う
じ
ゃ
っ
た
」
ど
う
な
ず
か
れ
る
。
作
品
中
の
「
に
っ

 
ぼ
ん
い
ち
の
き
び
だ
ん
ご
」
の
フ
レ
ー
ズ
を
、
ご
自
分
で
い
っ
し
ょ
に
く

 
り
返
さ
れ
た
。
読
み
終
わ
る
と
「
わ
し
も
、
意
外
に
覚
え
ち
よ
っ
た
ね
え
」

 
と
と
う
れ
し
そ
う
に
笑
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
「
昔
の
こ
と
な
ら
こ
ん
な
事
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も
覚
え
ち
ょ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
子
守
り
と
畑
の
手
伝
い
に
明
け
暮

 
れ
た
子
ど
も
時
代
の
話
を
ず
い
ぶ
ん
さ
れ
た
。

第
三
回
 
面
接
の
み

・
「
あ
れ
か
ら
ひ
よ
く
ひ
よ
く
考
え
て
、
私
も
子
ど
も
の
頃
の
こ
と
な
ら
よ

 
う
思
い
出
せ
る
か
ら
、
あ
ん
た
に
一
代
記
を
書
い
て
も
ら
え
り
ゃ
あ
え
え

 
と
思
う
ん
じ
ゃ
が
、
ど
う
じ
ゃ
ろ
う
ね
え
」
と
、
は
に
か
ん
だ
よ
う
に
笑
っ

 
て
い
わ
れ
る
。
前
回
の
読
み
き
か
せ
で
、
ご
自
分
の
記
憶
が
よ
み
が
え
る

 
こ
と
が
、
よ
ほ
と
嬉
し
く
印
象
的
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
そ
の
興
奮

 
が
、
持
続
さ
」
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
四
回
 
『
白
い
鳥
』

 
風
邪
で
体
調
が
悪
い
様
子
。
「
声
が
出
に
く
い
し
、
し
ゃ
べ
る
と
せ
き
つ

 
く
ん
で
、
す
ま
ん
ね
え
」
と
お
っ
し
ゃ
り
、
ベ
ッ
ド
、
に
横
に
な
っ
て
話
を

 
き
か
れ
る
。
最
後
ま
で
熱
心
に
絵
本
を
み
て
お
ら
れ
た
が
、
ご
自
分
で
は

 
「
こ
の
前
は
調
子
よ
く
い
っ
た
の
に
ね
え
」
と
、
な
に
か
物
足
り
な
い
様

 
子
。
K
・
T
さ
ん
に
は
A
自
分
が
あ
る
程
度
積
極
的
に
読
み
に
参
加
す
る

 
快
感
が
大
事
な
様
子
。

第
五
回
外
畑
中

第
六
回
 
『
ね
ず
み
の
す
も
う
』

 
「
声
が
出
ん
。
今
日
は
特
別
調
子
が
悪
う
て
，
あ
ん
た
に
迷
惑
か
け
る
ね
え
」

 
と
恐
縮
さ
れ
な
が
ら
も
、
絵
本
に
興
味
を
抱
か
れ
る
。
第
七
場
面
の
、
や

 
せ
ね
ず
み
が
大
き
な
も
ち
を
ほ
お
ば
る
シ
ー
ン

 
そ
の
、
ば
ん
、
ね
ず
み
は
 
う
ん
と
 
も
ち
 
く
っ
た
。

 
に
、
思
わ
ず
「
あ
は
っ
、
は
っ
、
は
っ
」
と
笑
わ
れ
る
。

 
続
く
第
十
一
場
面
の
、
お
ば
あ
さ
ん
が
綿
入
れ
を
縫
い
直
し
て
作
っ
た
、

読
書
療
法
の
可
能
性

老
人
保
健
施
設
で
の
試
み
か
ら
一

 
ね
ず
み
の
た
め
の
ま
わ
し
の
絵
を
み
て
、
ま
た
、
「
こ
り
や
え
え
」
と
笑

 
わ
れ
る
。

第
七
回
 
『
お
だ
ん
ご
こ
ろ
こ
ろ
』

 
K
・
T
さ
ん
の
一
番
き
き
や
す
い
形
で
絵
本
を
読
め
な
い
だ
ろ
う
か
と
考

 
え
、
思
い
き
っ
て
、
ベ
ッ
ド
に
並
ん
で
横
に
な
り
、
良
く
き
こ
え
る
方
の

 
左
の
耳
の
方
へ
少
し
顔
を
傾
け
て
読
ん
で
み
る
。
こ
れ
は
、
と
て
も
う
ま

 
く
い
っ
た
。

 
作
品
の
こ
と
ば
の
リ
ズ
ム
の
よ
さ
に
、
う
ま
く
つ
い
て
こ
ら
れ
、
「
ほ
ほ
う
、

 
え
ら
い
こ
と
じ
ゃ
ね
え
。
」
「
は
は
あ
、
お
じ
ぞ
う
さ
ん
に
あ
げ
な
さ
い
っ

 
ち
ゅ
う
こ
と
じ
ゃ
っ
た
ん
じ
ゃ
ね
え
。
」
と
、
読
み
の
途
中
に
、
こ
と
ば

 
を
話
さ
れ
る
。

 
読
後
、
「
あ
り
が
と
う
、
ご
苦
労
さ
ん
じ
ゃ
っ
た
ね
え
。
え
え
気
も
ち
じ
ゃ
っ

 
た
。
お
も
し
ろ
い
・
本
じ
ゃ
ね
。
．
子
ど
も
は
読
ん
で
や
っ
た
ら
喜
ぼ
う
ね
え
」

 
と
い
わ
れ
る
。

第
八
回
 
『
こ
ん
こ
ん
さ
ま
に
さ
し
あ
げ
そ
う
ろ
う
』

 
顔
を
み
る
と
、
す
っ
と
、
か
ら
だ
を
ず
ら
し
、
ベ
ッ
ド
の
横
を
あ
け
て
下

 
さ
る
。
抵
抗
な
く
と
な
り
に
並
ん
で
横
に
な
る
。
作
品
中
の
「
こ
ん
こ
ん

 
さ
ま
に
さ
し
あ
げ
そ
う
ろ
う
」
の
唱
え
こ
と
ば
を
、
手
を
あ
わ
さ
れ
な
が

 
ら
、
復
唱
さ
れ
る
。
「
声
が
出
づ
ら
い
ね
え
」
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
そ
れ

 
で
も
最
後
ま
で
「
こ
ん
こ
ん
さ
ま
に
さ
し
あ
げ
そ
う
ろ
う
」
を
く
り
返
さ

 
れ
る
。
読
後
、
「
わ
し
は
た
い
が
い
信
心
集
う
し
ち
よ
っ
た
が
、
こ
の
話

 
は
知
ら
ざ
っ
た
。
あ
り
が
た
い
」
と
い
わ
れ
る
。

第
九
回
 
『
ち
さ
と
じ
い
た
ん
』

 
ち
さ
と
じ
い
た
ん
の
傍
ら
に
い
る
猫
や
犬
の
存
在
が
気
に
入
っ
た
様
子
。
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「
お
う
お
う
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
み
ち
よ
る
わ
あ
、
な
あ
」
と
、
絵
本
の
ペ
ー

 
ジ
を
指
さ
さ
れ
る
。
「
ゆ
う
ひ
」
で
じ
い
た
ん
の
耳
の
ひ
げ
を
ひ
っ
ぱ
る

．
ち
さ
の
様
子
に
笑
い
声
を
た
て
、
「
は
な
つ
み
ご
っ
こ
」
の
ち
さ
の
様
子

 
に
「
う
ま
い
こ
と
考
え
よ
る
な
あ
」
と
感
心
し
、
「
ゆ
き
う
さ
ぎ
の
ユ
ン
ち
ゃ

 
ん
」
で
は
、
「
じ
い
た
ん
が
こ
な
い
」
と
い
う
セ
リ
フ
に
「
ど
う
し
た
ん
じ
や

 
ろ
う
か
ね
え
。
は
は
あ
、
寒
い
か
ら
こ
ん
の
じ
ゃ
ろ
う
」
と
気
づ
か
い
、

 
一
番
最
後
に
「
は
は
あ
、
風
邪
を
も
ろ
う
と
り
な
さ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
」
と

 
内
応
寸
。

，
玄
那
4
↑

第
十
回
 
『
う
さ
ぎ
の
み
み
は
な
ぜ
な
が
い
』

 
う
さ
ぎ
の
恰
好
に
「
お
う
お
う
」
と
ほ
ほ
え
ま
れ
る
。
話
の
途
中
か
ら
「
お

 
も
し
ろ
い
な
あ
っ
い
っ
た
い
だ
れ
が
こ
ん
な
話
を
考
え
る
ん
じ
ゃ
ろ
う
か

 
ね
え
」
と
、
し
き
り
に
、
も
の
が
た
り
の
作
り
方
の
お
も
し
ろ
さ
に
興
味

 
を
も
た
れ
る
。
読
後
、
し
ば
ら
く
、
四
国
で
の
幼
い
頃
の
話
を
さ
れ
て
い

 
た
が
、
突
然
、
「
わ
し
の
足
が
悪
く
な
っ
た
の
は
、
孫
の
せ
い
じ
ゃ
な
く
て
、

 
わ
し
の
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
の
せ
い
じ
ゃ
っ
た
の
に
。
孫
は
、
申
し
訳
な

 
い
と
思
う
ち
ょ
る
ん
じ
ゃ
ろ
う
。
そ
れ
で
、
こ
こ
へ
よ
う
来
ん
の
じ
ゃ
。

 
悪
い
と
思
う
と
る
け
え
、
ま
だ
一
回
し
か
こ
こ
へ
よ
う
来
ん
」
と
つ
ぶ
や

 
か
れ
る
。
入
院
の
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
骨
折
の
こ
と
を
話
さ

 
れ
て
い
る
の
だ
と
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
K
・
T
さ
ん
の
心
の
奥
に
い

 
つ
も
あ
る
孤
独
感
と
関
係
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
初
め
て
話
さ
れ
た
。

十
回
を
顧
り
み
て

 
頑
固
・
わ
が
ま
ま
と
い
う
家
族
の
申
し
送
り
が
あ
っ
た
が
、
自
分
で
自
分

 
の
孤
独
を
癒
す
た
め
の
一
つ
の
方
法
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
絵
本
の
物
語

 
に
入
っ
て
い
く
こ
と
も
、
最
初
は
か
な
り
抵
抗
感
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

次
第
に
自
分
の
幼
年
時
代
へ
と
か
け
戻
っ
て
い
き
な
が
ら
作
品
を
楽
し
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ご
本
人
の
性
格
に
加
え
、
耳
が
遠
い
と
い
う
ハ
ン

デ
ィ
が
加
わ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
レ
シ
ョ
ン
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
よ
う
だ

が
、
身
体
を
並
べ
あ
っ
て
耳
元
で
本
を
読
ん
で
い
る
問
は
、
乏
て
も
気
持

ち
の
よ
い
時
間
が
流
れ
た
。

③
K
・
K
さ
ん
／
F
・
Y
さ
ん
／
F
・
T
さ
ん
に
つ
い
て

 
紙
面
の
都
合
上
、
各
回
ご
と
の
三
人
の
記
録
は
省
略
す
る
。
前
述
の
二
人

 
は
、
読
み
き
か
せ
中
の
印
象
や
感
想
が
、
読
後
に
も
ち
こ
さ
れ
、
時
に
は

 
そ
れ
が
次
回
に
ま
で
続
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
特
に
K
・
K
さ

 
ん
と
F
・
Y
さ
ん
の
二
人
は
、
絵
本
を
読
ん
で
い
る
間
が
全
て
で
あ
り
、

．
読
み
終
わ
る
と
、
そ
の
い
き
い
き
と
し
た
表
情
が
、
す
と
ん
と
消
え
お
ち

 
・
る
。
恐
ら
く
、
外
側
か
ら
支
配
さ
れ
な
い
物
語
の
時
間
の
み
が
、
彼
ら
の
、

 
知
ら
ぬ
問
に
奪
い
と
ら
れ
て
い
た
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
蘇
ら
せ
得
る
時

 
間
だ
っ
た
の
．
で
は
な
い
か
。
自
分
の
心
が
動
き
出
す
の
を
自
分
の
速
度
で

 
確
か
め
ら
れ
る
、
誰
に
も
せ
か
さ
れ
ず
に
、
笑
い
、
愛
し
み
、
涙
を
流
せ

 
る
。
そ
し
て
そ
う
い
う
感
情
を
抱
い
た
存
在
で
あ
る
と
自
分
の
こ
と
を
認

 
め
得
る
こ
と
が
一
番
、
今
回
の
本
読
み
の
申
で
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い

 
か
。

 
最
初
は
ほ
と
ん
ど
表
情
の
動
か
な
い
、
自
主
的
な
発
言
も
一
言
も
な
い
、

 
「
あ
あ
」
と
「
い
や
」
し
か
お
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
K
・
K
さ
ん
が
『
え

 
ぞ
ま
つ
』
を
読
ん
で
い
る
最
中
に
、
ぽ
ろ
ぽ
ろ
ぽ
ろ
ぽ
ろ
、
車
椅
子
に
二
つ

・
た
ま
ま
涙
を
こ
ぼ
さ
れ
た
。
鼻
水
が
い
っ
し
ょ
に
た
れ
る
の
も
気
に
せ
ず

 
涙
を
こ
ぼ
さ
れ
た
。
『
え
ぞ
ま
つ
』
は
、
老
い
た
一
本
の
え
ぞ
ま
つ
の
樹
が
、
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倒
れ
て
ゆ
く
時
、
朽
ち
た
自
分
の
身
体
で
、
新
し
い
小
さ
な
生
命
を
育
て

る
と
い
う
、
静
か
で
深
い
テ
ー
マ
の
絵
本
で
あ
っ
た
。
彼
の
内
側
の
こ
と

ば
が
、
生
活
し
て
い
く
た
め
の
信
号
（
合
図
）
か
ら
、
心
を
た
く
し
た
こ

と
ば
に
少
し
．
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
様
は
、
劇
的
で
あ
っ
た
。
第
八
早
め
の

読
み
き
か
せ
の
後
、
突
然
「
女
房
も
あ
ん
た
と
、
昔
、
同
ん
な
じ
よ
う
な

こ
と
を
い
う
て
く
れ
た
」
と
、
い
わ
れ
た
。
そ
し
て
十
回
の
面
接
の
後
、

し
ば
ら
く
ぶ
り
に
絵
本
を
持
っ
て
い
く
と
、
「
ど
ね
い
し
ち
ょ
る
ん
か
と

思
う
て
、
心
配
し
ち
よ
っ
た
」
と
い
わ
れ
、
こ
ち
ら
が
励
ま
さ
れ
た
気
持

ち
に
な
る
。
F
・
Y
さ
ん
も
、
失
語
症
と
い
う
診
断
で
あ
っ
た
が
、
絵
本

を
読
ん
で
い
る
あ
い
だ
だ
け
は
、
非
常
に
ゆ
る
や
か
な
表
情
で
、
う
な
ず

き
な
が
ら
、
そ
し
て
本
人
も
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
、
絵
本
の
こ
と
ば
を
く
り

返
し
で
お
ら
れ
た
。
彼
女
に
対
し
て
は
、
日
常
の
こ
と
ば
か
け
に
つ
い
て

も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
と
思
う
が
、
外
側
か
ら
ひ
っ
ぱ
り
出
そ
う
と
す
る

と
頑
な
に
内
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
う
よ
う
だ
が
、
ゆ
っ
た
り
と
解
放
さ

れ
る
物
語
の
時
間
の
中
で
は
自
ら
の
こ
と
ば
が
、
外
へ
向
か
っ
て
自
然
に

こ
ぼ
れ
出
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
、
場
面
ご
と
の
最
後
の
セ
リ
フ
を
・

例
え
ば
、
「
し
た
そ
う
な
」
で
あ
れ
ば
、
「
た
一
そ
一
な
」
、
「
つ
い
て
き
た
」

な
ら
、
「
て
一
き
た
」
と
い
う
風
に
く
り
返
さ
れ
る
。
第
四
回
め
の
面
接

の
時
に
、
も
っ
と
伝
え
ら
れ
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
は
、
と
思
い
文
字
板

を
持
参
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
『
白
い
鳥
』
を
読
み
な
が
ら
、
途
中
で
、

私
の
左
手
の
上
に
マ
ヒ
の
な
い
ご
自
分
の
左
手
を
重
ね
、
ス
ト
ー
リ
ー
に

そ
っ
て
指
先
で
、
ト
ン
ト
ン
、
と
打
っ
た
り
、
ぎ
ゅ
う
つ
と
力
を
入
れ
た

り
な
さ
る
。
そ
れ
が
、
こ
と
ば
を
越
え
た
こ
と
ば
と
し
て
、
私
に
直
に
伝

わ
っ
て
き
た
。
文
字
板
は
使
わ
ず
、
五
回
め
以
降
、
ず
っ
と
こ
の
指
で
の

読
書
療
法
の
可
能
性

老
人
保
健
施
設
で
の
試
み
か
ら
一

会
話
を
大
切
に
し
て
い
っ
た
。

K
・
K
さ
ん
、
F
・
Y
さ
ん
と
の
読
み
き
か
せ
を
通
し
て
、
読
書
療
法
の

主
な
る
目
的
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
、
自
己
洞
察
を
経
て
問
題
解
決
の
糸
口

を
見
出
す
と
い
う
よ
う
な
、
そ
の
後
に
つ
な
が
る
展
望
が
な
く
て
も
、
そ

の
時
間
、
そ
の
瞬
間
、
人
間
と
し
て
今
、
こ
こ
に
在
る
と
い
う
実
感
を
呼

び
お
こ
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ひ
と
つ
の
大
き
な
目
標
が
達
せ
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
実
際
、
読
み
き
か
せ
が
終
わ
っ
た
後
で
、
感
想

を
き
き
だ
そ
う
と
す
る
よ
う
な
外
側
の
動
き
に
は
全
く
無
関
心
、
或
い
は
、

読
み
終
わ
る
と
ス
ト
ー
リ
ー
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
で
あ
る

が
、
読
ん
で
い
る
最
中
の
心
の
動
き
は
本
当
に
活
き
活
き
と
し
て
い
た
の

で
あ
る
か
ら
。

最
後
に
自
宅
療
養
中
の
F
・
T
さ
ん
で
あ
る
が
、
長
い
あ
い
だ
一
人
暮
ら

し
の
中
で
自
立
し
た
精
神
を
保
た
れ
て
き
た
が
、
透
析
治
療
が
始
ま
っ
て

か
与
の
得
体
の
知
れ
な
い
、
”
時
間
”
へ
の
恐
怖
を
、
絵
本
を
読
み
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
語
ら
れ
た
。
「
死
ぬ
こ
と
は
別
に
恐
く
も
何
と
も
な
い
が
、
生

き
て
い
る
と
い
う
実
感
の
少
な
い
”
今
日
”
と
い
う
日
が
不
安
に
な
る
」

と
い
わ
れ
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
絵
本
の
も
の
が
た
り
に
、
ご
自
身

の
人
生
観
を
重
ね
て
の
積
極
的
な
発
言
も
多
く
み
ら
れ
た
。
例
え
ば
『
石

の
し
し
の
も
の
が
た
り
』
を
読
み
な
が
ら
、
兄
と
弟
の
争
い
仁
母
親
が
心

を
く
だ
き
、
弟
と
い
っ
し
ょ
に
家
を
出
る
場
面
で
、
「
や
っ
ぱ
り
ね
え
。

ど
こ
の
家
た
て
、
あ
ね
え
に
な
る
ん
じ
ゃ
ね
え
。
」
と
い
う
。
風
に
。
『
白

い
鳥
』
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
、
長
者
の
屋
敷
は
つ
ぶ
れ
て
も
、
庶
民
の
救

済
が
「
あ
あ
、
そ
う
そ
う
、
長
者
さ
ま
の
 
い
え
の
 
五
百
．
人
の
め
し
つ

か
い
た
ち
は
、
き
え
た
 
た
ん
ぼ
を
 
み
お
ろ
す
．
山
を
 
き
り
ひ
ら
い
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て
、
 
の
一
ん
び
り
と
 
く
ら
し
た
そ
う
な
。
」
と
い
う
比
較
的
消
極
的

な
形
で
し
か
表
わ
さ
れ
て
い
な
い
の
が
納
得
で
き
な
か
っ
た
様
子
で
、
「
こ

れ
じ
ゃ
あ
、
む
ち
で
打
ち
す
え
ら
れ
た
血
の
悲
し
み
は
、
ど
う
も
消
え
ん

よ
う
に
思
う
け
ど
な
あ
」
と
、
首
を
ひ
ね
ら
れ
て
い
た
。
彼
女
の
場
合
は
、

絵
本
を
読
む
こ
と
で
、
・
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
今
日
と
い
う
日
の
実
在

感
を
強
め
よ
う
と
す
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
読
書
療
法
の
一
つ
の
側

面
か
も
し
れ
な
い
。

〈
考
察
〉

①
老
人
に
と
っ
て
の
”
絵
本
”

 
・
今
回
の
五
人
の
方
と
の
読
み
あ
い
の
経
験
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
年
齢
を

 
 
と
り
、
介
護
者
に
に
よ
っ
て
世
話
を
さ
れ
る
立
場
に
立
っ
た
老
人
達
に

 
 
と
っ
て
「
～
し
ま
し
よ
う
」
「
～
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
”
優
し
い
命

 
 
令
形
”
以
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
極
め
て
少
な
い
の
が
現
実
で

 
 
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
絵
本
を
読
み
あ
う
時
間
は
、
指
示
さ
れ
な
い
、

 
 
急
か
さ
れ
な
い
貴
重
な
“
場
”
を
老
人
た
ち
の
ふ
と
こ
ろ
に
と
り
戻
す
時

 
 
間
と
な
り
得
た
。
「
読
み
き
か
せ
」
で
な
く
、
「
読
み
あ
う
」
と
い
う
こ
と

 
 
ば
を
あ
え
て
使
う
の
は
、
そ
の
時
間
の
あ
い
だ
、
老
人
の
側
だ
け
で
な
く
、

 
 
声
を
出
し
て
絵
本
を
読
む
私
自
身
の
心
も
、
安
ら
か
に
解
放
さ
れ
て
お
り
、

 
 
相
互
の
癒
し
が
成
さ
れ
て
い
る
と
実
感
し
た
か
ら
だ
。
絵
本
の
も
の
が
た

 
 
り
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
「
私
が
私
自
身
で
あ
り
続
け
、
あ
な
た
が
あ
な

 
 
た
自
身
で
あ
り
続
け
る
」
こ
と
が
、
楽
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
読
書

 
 
療
法
を
施
さ
れ
た
の
は
、
実
は
読
み
手
の
私
自
身
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

 
 
い
。

・
子
ど
も
の
絵
本
に
よ
せ
る
思
い
と
は
ま
た
異
質
な
も
の
が
、
老
人
た
ち
の

読
み
の
中
に
感
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
老
人
た
ち
が
な
ぜ
昔
話
や
民
話
の

類
を
好
ま
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に
も
関
わ
っ
て
く
る
と
思
う
が
、
総

じ
て
八
十
歳
や
九
十
歳
に
も
な
っ
た
お
年
寄
り
に
は
、
美
談
や
英
雄
諦
は

そ
れ
ほ
ど
魅
力
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
ら
し
く
、
英
雄
の
そ
ば
に
い
つ
も

ち
ょ
こ
ん
と
い
る
よ
う
な
生
き
物
や
、
弱
い
者
、
小
さ
い
者
の
方
を
、
た

と
え
そ
れ
が
臆
病
な
や
つ
で
あ
ろ
う
と
、
弱
虫
で
あ
ろ
う
と
、
気
づ
か
い
、

愛
し
む
こ
と
の
方
が
彼
ら
の
心
を
吸
い
よ
せ
る
よ
う
だ
。
だ
か
ら
、
大
人

に
も
人
気
の
高
い
斉
藤
隆
介
の
美
談
め
い
た
話
な
ど
が
、
あ
ま
り
ピ
ン
と

こ
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
、
読
後
、

絵
本
を
手
元
に
引
き
寄
せ
、
表
紙
に
の
っ
て
い
る
主
人
公
の
姿
を
な
が
め
、

な
で
る
、
と
い
う
、
複
数
の
老
人
に
共
通
な
し
ぐ
さ
も
み
ら
れ
た
。
ス
ト
ー

リ
ー
の
展
開
に
そ
っ
て
、
そ
の
作
品
の
テ
ー
マ
を
受
け
と
る
、
と
い
う
よ

り
は
、
ど
れ
も
こ
れ
も
愛
し
く
て
哀
し
い
人
間
の
営
み
と
し
て
、
目
を
細

め
て
み
る
傾
向
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

・
今
回
、
子
ど
も
と
読
ん
で
い
る
時
以
上
に
気
に
な
っ
た
、
絵
本
の
構
成
上

の
問
題
点
が
あ
っ
た
。
各
自
の
報
告
の
中
で
も
少
し
述
べ
た
が
、
『
お
だ

ん
ご
こ
ろ
こ
ろ
』
の
最
終
ペ
ー
ジ
の
唐
突
さ
や
、
『
白
い
鳥
』
の
最
終
ペ
ー

ジ
で
の
庶
民
の
救
済
の
さ
れ
方
、
『
花
咲
き
山
』
の
中
に
出
て
く
る
三
コ

や
八
郎
の
英
雄
謳
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
わ
か
り
に
く
さ
、
同
じ
く
『
山
の
い

の
ち
』
や
『
月
の
姫
』
の
最
終
場
面
の
、
ひ
と
つ
前
の
ペ
ー
ジ
ま
で
と
の

つ
な
ぎ
の
悪
さ
と
、
尻
切
れ
と
ん
ぼ
の
よ
ケ
な
印
象
等
々
、
考
え
直
す
べ

き
部
分
が
身
受
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
昔
話
や
民
話
風
の
も
の
が
た
り
が

み
せ
る
、
庶
民
の
生
き
る
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
み
た
い
な
も
の
が
老
人
た
ち
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の
心
を
支
え
る
反
面
、
本
来
口
承
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
は
ず
の
昔
話
や
民

話
が
絵
本
に
書
き
直
さ
れ
る
時
に
生
じ
る
重
要
な
問
題
で
も
あ
ろ
う
。

ペ
ー
ジ
数
の
制
限
等
に
も
関
係
し
て
、
最
後
、
場
面
を
長
く
ひ
つ
ば
ら
ず
、

鮮
や
か
に
断
ち
切
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
が
、
わ
か
り
に
く
さ
に
つ
な
が
っ

た
り
、
結
末
と
し
て
き
ち
ん
と
捉
え
て
お
く
べ
き
と
こ
ろ
が
、
叙
情
性
に

す
り
換
え
ら
れ
て
、
あ
い
ま
い
な
印
象
を
残
し
た
り
、
と
い
う
こ
と
が
生

じ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
こ
こ
ら
あ
た
り
の
再
検
討
が
今
後
各
絵
本
に
つ

い
て
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

〈
終
わ
ゆ
に
〉

 
 
子
ど
も
た
ち
と
し
か
絵
本
を
読
む
経
験
の
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
非
常

 
 
に
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。
読
書
療
法
と
し
て
、
客
観
的
判
断
と
な
る
よ

 
 
う
な
テ
ス
ト
を
実
施
し
な
か
っ
た
し
、
デ
ー
タ
ー
を
量
化
し
た
報
告
も
と

 
 
り
や
め
た
が
、
そ
う
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
自
分
自
身
の
中
に
、
多
く
の

 
 
発
見
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
相
手
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
私
自
身
が

 
 
変
わ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
関
係
の
変
化
が
絵
本
を
読
み
あ
う

 
 
”
場
”
の
中
で
確
か
に
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
も
し

 
 
か
し
た
ら
、
そ
れ
で
充
分
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

 
 
最
後
に
調
査
に
協
力
し
て
下
さ
り
、
ま
た
絵
本
の
読
み
き
か
せ
を
通
し
て

 
老
人
た
ち
と
接
し
て
い
く
こ
と
に
興
味
を
持
ち
つ
づ
け
て
下
さ
っ
て
い
る

 
 
J
園
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
々
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ

 
 
た
い
。

（
読
み
き
か
せ
に
用
い
た
絵
本
リ
ス
ト
）

石
の
し
し
の
も
の
が
た
り
 
大
塚
勇
三
 
再
話
 
秋
野
亥
亡
霊
 
画
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（
註
）

ω
村
中
久
子

「
自
己
表
出
の
契
機
と
し
て
の
絵
本
ω

1
入
院
児
へ
の
読
み
き
か
せ
の
試
み
か
ら
」

『
α
』
2
号
、
日
本
女
子
大
学
 
一
，
九
八
四
、

十
一
月

㈲
高
橋
久
子
・
城
戸
梨
花
 
「
小
児
病
棟
に
お
け
る
読
書
療
法
の
適
用
可
能
性

 
 
 
 
 
-
絵
本
の
読
み
き
か
せ
を
中
心
に
し
て
」

 
 
 
 
 
 
『
日
本
読
書
学
会
第
3
1
回
研
究
大
会
発
表
資
料
集
』

 
 
 
 
 
日
本
読
書
学
会
、
一
九
八
七
、
八
月

㈹
高
橋
久
子

「
親
・
子
ど
も
・
子
ど
も
の
本
」

所
収
）

大
日
本
図
書
、
一
九
九
一

（『

q
ど
も
と
本
の
心
理
学
』
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